
教頭 行動モデル

まず行動を起こす

職員に積極的にかかわ
ってほしい。組織で動
いて、実現したい。⑥

校長のビジョンの実現のた
めの、職員一人一人や各組織
それぞれの望ましい取り組み
方をイメージしてメモ書き

し、それへの教頭としての働
きかけも含めて、構想を流れ
図に表す。

校長のビジョンに対す
る職員一人一人の共
通理解を図りたい。④

職員に分かりやすく示すため
に、校長のビジョンと学校の様
な々教育活動との関連をビジ
ュアル化したり、共通理解をす
すめるためのワークシートを作
成したりする。

教頭としての戦略の
構想を、自分できち
んと把握したい。②

学校内外の人的・ 物的環

境についてＳＷＯＴ分析し、
強みや弱みを把握したうえ
で、全体的な構想を図に表
す。

校長や職員のアイ
デアを引き出し、生
かしたい。⑥

雑談の中で、新たな良い取組
につながりそうな事柄について、
コーチングの手法を用いて具体
的なイメージとして引き出し、実
現に向けての構想を練る。

より良い児童生徒・学
校を求めて新しい取
組をしたい。⑤

校長や職員との雑談の際
に、児童生徒や学校の実態
を意識し、新たな良い取組へ
つながりそうなヒントを見つけ
出す意識を持つ。

教育活動のマンネリ
化を防ぎ、学校を活
気づけたい。⑤

日常の教育活動について
雑談的に校長や職員と話し、
視点を変えた見つめ直しをす
る。そのことで改善へのきっ
かけをつかみ、構想に生か
す。

示された校長のビジョンについて、その実現のための構想を練る。

児童生徒や学校のためになると思われる新たな事柄を見い出し、実現に向けて構想を
練る。

１ 【 校長のビジョン実現のための構想づくり】

２ 【 新たな取り組みの発見とその実現への構想づくり】

共に考え行動する 力をまとめる 確かめ合う

１ 行動モデル編
教頭や主任が人を生かし、組織を活性化させるための行動の手本
として「行動モデル」を示しています。

①効率的に仕事を進めてもらいたい

②見通しをもって仕事を進めてもらいたい

③責任をもって仕事を進めてもらいたい

④同じ目標に向けて共通理解を図りたい

⑤問題点に気付き、改善への意識をもって

ほしい

⑥職員の思いや活躍を理解し、生かしたい

⑦教職員として更に力を伸ばしてほしい

⑧互いに助け合える関係でありたい

調査研究から見いだした行動の４分類
（段階）を示しています。

手本や参考にしやすいように具体的な
場面や内容を示しています。

実際に行動できるように、できるだけ

具体的に行動の姿を示しています。

具体的な場面や内容における職務ご

との基本的な行動の姿を示しています。

教頭や各種主任の行動を促す共通した
思いや願いを示しています。

文末の丸数字は以下の思いや願いを立
場に応じてアレンジしたものです。

《 行動モデルの見方 》

行動の４分類

具体的な場面や内容

思いや願い

具体的な行動の姿（モデル）

職務ごとの基本的な行動の姿（モデル）


